
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������������������������
�
�
�
�

�

����������������������������������������� �
	
	
	
	




����������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



���������������������������������������� �

留
学
生
が
弓
道
に
初
挑
戦
―

―
。
夏
期
日
本
語
・
日
本
事
情

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
６
月
２２
日
～
８

月
１１
日
ま
で
７
週
間
コ
ー
ス
）

を
受
講
し
、
日
本
語
学
習
中
の

短
期
留
学
生
７
人
が
、
７
月
２８

日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
北
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
「O

N
E

D
A
Y

T
E
A
M
M
A
T
E

」
弓
道
教

室
に
参
加
し
た
。

留
学
生
た
ち
は
弓
で
矢
を
射

て
的
を
狙
い
、
命
中
す
る
と
歓

声
が
わ
い
た
。

「O
N
E
D
A
Y
T
E
A
M
M
A
T
E

」

は
専
修
大
学
体
育
会
が
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
夏

に
開
催
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
。当

日
は
３５
度
近
く
の
猛
烈
な

暑
さ
の
な
か
、
弓
道
着
と
袴
に

身
を
包
ん
だ
留
学
生
は
、
同
部

長
の
吉
田
治
弘
法
学
部
教
授
は

じ
め
部
員
１４
人
か
ら
直
接
指
導

を
受
け
、
１０
㍍
先
の
的
へ
矢
を

放
ち
、
数
本
的
中
さ
せ
た
留
学

生
も
い
た
。
２
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
対
抗
試
合
を
行
い
、
最
後

は
２８
㍍
先
の
的
に
挑
戦
し
た
。

米
国
オ
レ
ゴ
ン
大
学
の
エ
ド

ワ
ー
ド
・
リ
ー
さ
ん
は
「
一
度

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
や
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
弓
道
も
日
本
の

武
道
も
体
験
す
る
の
は
初
め

て
」
。
同
じ
く
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・

ス
ミ
ス
さ
ん
は

「
弓
道
は
、
弓
を

引
く
こ
と
よ
り
も

引
い
て
か
ら
そ
れ

を
保
つ
こ
と
が
難

し
い
」
と
話
し

た
。イ

ラ
ン
か
ら
の

留
学
生
シ
ー
ヴ
ァ

・
ア
ス
フ
ァ
リ
さ

ん
は
「
弓
道
の
写

真
を
見
て
ぜ
ひ
や

っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
申
し
込

ん
だ
。
弓
を
引
く
右
手
が
痛
く

な
っ
た
が
、
い
い
経
験
に
な
っ

た
」。同
じ
く
イ
ラ
ン
の
ム
ジ
ャ

ン
・
ロ
ー
ル
キ
ャ
ラ
ン
タ
リ
さ

ん
は
「
命
中
す
る
と
面
白
く
な

っ
た
。
も
っ
と
練
習
し
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー

・
デ
ジ
ュ
イ
さ
ん
も
「
日
本
の

思
い
出
に
伝
統
的
武
道
に
挑
戦

し
た
い
と
思
っ
た
。
ぜ
ひ
、
も

う
一
度
や
っ
て
み
た
い
」
と
に

っ
こ
り
。

ス
ペ
イ
ン
の
ル
イ
ス
・
マ
ヌ

エ
ル
・
ロ
ペ
ス
・
ゴ
メ
ス
さ
ん

は
ス
ペ
イ
ン
で
空
手
の
経
験
が

あ
り
、
空
手
部
の
練
習
に
参
加

し
て
い
た
。「
空
手
と
違
っ
て
、

弓
道
は
型
を
作
り
上
げ
る
の
が

難
し
い
。
道
場
は
、緑
豊
か
で
、

気
持
ち
よ
く
参
加
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」
と
汗
を
ぬ
ぐ
っ
た
。

ユ

ス
ン

ア

韓
国
・
檀
国
大
学
の
劉
承
雅

さ
ん
は
「
憧
れ
の
弓
道
が
で
き

て
う
れ
し
い
。
韓
国
の
ス
ポ
ー

ツ
と
は
ま
っ
た
く
違
う
の
で
面

白
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

指
導
に
あ
た
っ
た
同
部
員
の

古
川
雄
太
郎
さ
ん
（
商
３
）
は

「
弓
道
は
練
習
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
う
ま
く
な
る
。
留
学
生
の
み

な
さ
ん
も
途
中
か
ら
上
手
に
な

っ
た
。
帰
国
し
て
か
ら
も
、
チ

ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
続

け
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

※
撮
影
は
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集

長
∥
山
内
夏
穂
さ
ん
（
人
間
科

学
３
）

国
際
的
に
活
躍
す
る
卒
業

生
の
話
を
聴
く
第
３
回
国
際

理
解
講
演
会
が
７
月
６
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
講
師
は
（
公
財
）
日
本

交
通
公
社
・
研
究
調
査
部
研

究
員
で
「
観
光
の
専
門
家
」

と
し
て
内
外
で

活
躍
す
る
石
黒

侑
介
さ
ん
（
平

１８
経
済
∥
本
紙

５
０
２
号
「
専

大
校
友
を
訪
ね

て
」で
紹
介
）。

石
黒
さ
ん
は

在
学
中
、
ス
ペ

イ
ン
や
メ
キ
シ

コ
に
留
学

し

た
。
メ
キ
シ
コ
で
は
プ
ロ
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
も
所
属
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
か
ら
道
が

開
か
れ
た
。

そ
の
体
験
か
ら
「
世
の
中

に
は
学
歴
に
優
れ
、
優
秀
な

人
材
は
た
く
さ
ん
い
る
が
、

専
大
卒
業
生
は
決
し
て
劣
っ

て
い
な
い
。重
要
な
の
は『
こ

の
人
し
か
で
き
な
い
』
と
い

う
�
何
か
�
を
身
に
つ
け
る

こ
と
。
他
人
に
は
で
き
な
い

経
験
の
積
み
重
ね
が
人
材
と

し
て
の
価
値
を
生
み
出
す
。

他
人
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
�

と
が
っ
た
�
人
物
に
な
れ
」

と
語
り
、
教
室
を
埋
め
た
６０

人
の
後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

２
０
１
２
年
度
中
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
英
語
、
社
会

知
性
開
発
、
中
国
語
、
コ
リ

ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
の
６
コ
ー
ス
。
い
ず

れ
も
後
期
）

の
留
学
生
１３

人
が
決
ま
っ

た
∥
写
真
。

留
学
先
と

派
遣
期
間
、

留
学
生
の
氏

名
は
次
の
と

お
り
（
敬
称

略
）。

●
ネ
ブ
ラ
ス

カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校
（
ア

メ
リ
カ
、
８
月
中
旬
～
１２
月

中
旬
）

▽
菅
野
高
史
（
法
４
）
▽
増

田
雄
太
（
文
３
）
▽
品
田
さ

つ
き
（
文
３
）

●
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
８
月
下
旬
～

１２
月
上
旬
）

▽
佐
野
柚
季
（
法
３
）
▽
小

川
佳
保
莉
（
経
営
２
）
▽
石

黒
朋
代
（
文
３
）

●
上
海
大
学
（
中
国
、
９
月

上
旬
～
１
月
上
旬
）

▽
佐
川
智

紀

（
経
済
３
）
▽

加
藤
亮
（

法

３
）
▽
田
渕
い

づ
み
（
商
３
）

●
檀
国
大

学

（
韓
国
、
８
月

上
旬
～
１２
月
下

旬
）

▽
水
口
瑛

莉

（
商
３
）

●
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
・
リ
ヨ
ン

第
２
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
、
９

月
上
旬
～
１２
月
下
旬
）

▽
鈴
木
教
道
（
法
３
）
▽
吉

田
か
れ
ん
（
文
３
）

●
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大

学
（
メ
キ
シ
コ
、
８
月
上
旬

～
１２
月
中
旬
）

▽
堀
地
萌
果
（
経
済
３
）

留
学
を
希
望
す
る
学
生
や
国
際
交
流
に
興
味
を
も
つ
学
生
た
ち
が
情
報
交
換
や
交
流

を
行
う
「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
海
外
留
学
・
国
際
交
流
フ
ェ
ア
２
０
１
２
」
が
、

７
月
７
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
で
９
回
目
と
な
る
。

主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
次
の
通
り
。
▽
帰
国
留
学
生

に
よ
る
個
別
相
談
ブ
ー
ス
▽
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
校

別
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
▽
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
セ
ミ
ナ
ー

（
夏
期
特
訓
）
模
擬
授
業
▽
交
換
留
学
・
中
期
留
学
願

書
作
成
ガ
イ
ダ
ン
ス
▽
留
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
講
演

会
～
留
学
と
就
職
～
▽
留
学
生
に
よ
る
母
国
紹
介
▽
留

学
生
と
の
ト
ー
ク
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

個
別
相
談
ブ
ー
ス
で
は
、

留
学
体
験
者
が
留
学
希
望
者

の
相
談
に
乗
っ
た
。
産
屋
敷

麻
記
子
さ
ん
（
文
３
）
は
、

昨
年
夏
、
米
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ

大
学
に
短
期
留
学
し
た
。

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の

過
ご
し
方
や
日
本
か
ら
持
参

し
た
方
が
良
い
も
の
を
質
問

さ
れ
た
の
で
自
分
の
体
験
を

も
と
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。
留
学
で
こ
れ
ま
で
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
感
動
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
た
。

ド
イ
ツ
か
ら
の
留
学
生
に

よ
る
母
国
紹
介
に
は
約
３０
人

が
参
加
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル

タ
ー
大
学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ

ン
ベ
ル
ク
（
以
下
ハ
レ
大

学
）
の
４
人
の
留
学
生
が
滑

ら
か
な
日
本
語
で
ド
イ
ツ
の

歴
史
や
文
化
、
ハ
レ
市
の
様

子
な
ど
を
紹
介
し
た
あ
と
、

ド
イ
ツ
語
の
寺
尾
格
経
済
学

部
教
授
、
西
口
拓
子
経
営
学

部
准
教
授
も
交

え
、
な
ご
や
か

な
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か

れ
、
参
加
者
同

士
が
交
流
を
深

め
た
。

中
国
と
韓
国

の
留
学
生
に
よ

る
同
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
ミ
ニ
ミ

ニ
会
話
講
座
も

あ
っ
た
。

ま
た
、
毎
年
行
わ
れ
る「
留

学
生
と
の
ト
ー
ク
＆
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
テ
ー
マ
は

「
東
日
本
大
震
災
～
僕
ら
が

思
う
こ
と
～
」。

国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
Ｓ
・

Ｉ
・
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

石
巻
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
報
告
、
ド
イ
ツ
人
留

学
生
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
グ
ル

ー
ベ
さ
ん
に
よ
る
ハ
レ
大
学

で
の
東
日
本
大
震
災
募
金
活

動
の
報
告
に
続
き
、
留
学
生

と
日
本
人
学
生
が
、
５
～
６

人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

く
つ
ろ
い
だ
空
間
の
中
で
自

由
な
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

ま
た
「
留
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

に
よ
る
講
演
会
」
で
は
、
日

本
水
産
営
業
企
画
室
に
勤
務

す
る
大
西
英
朗
さ
ん
（
平
１９

法
）
が
メ
キ
シ
コ
・
イ
ベ
ロ

ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大
学
で
の
長

期
交
換
留
学
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
し
た
ほ
か
、
世
界
の

水
産
資
源
に
ア
ク
セ
ス
機
能

を
持
つ
日
本
水
産
の
水
産
物

供
給
に
対
す
る
理
念
や
自
身

の
仕
事
に
つ
い
て
講
演
し

た
。聴

講
し
た
伊
藤
聡
志
さ
ん

（
経
営
３
）
は
「
日
ご
ろ
か

ら
ゼ
ミ
の
先
生
に
世
界
に
目

を
向
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
て

い
た
の
で
今
日
の
お
話
は
と

て
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
た
。

▲ 生田１０号館アカデミーモールには留学帰国学

生、国際交流事務課スタッフによる相談ブース

に加え、留学関連企業もブースが設けられた

命

中

歓
声

的

に

！

世界と深まる絆

「海外留学・国際交流フェア」開催

留学ＯＢの講演、留学生の母国紹介など多彩に

「O
N
E
D
A
Y
T
E
A
M
M
A
T
E

」に
参
加

留
学
希
望
者
に
ア
ド
バ
イ
ス

短
期
留
学
生
が
弓
道
初
挑
戦

▲ 「東日本大震災」をテーマに自由に

意見を交わした（留学生と日本人学

生とのトーク＆ディスカッション）

国 際 交 流

▲ 真剣な表情で弓を引く留学生たち

１２
年
度
中
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム

留
学
生
１３
人
決
ま
る

「
東
日
本
大
震
災
」テ
ー
マ
に

ト
ー
ク
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
他
人
に
な
い�
何
か
�を
持
つ
人
物
に
」

異文化に触れて

▲ 先輩たちが親身になってアドバイス

（留学帰国学生による個別相談ブース）

▲ 熱弁の石黒さん

▲ 多くの学生が来場した夏期留学プ

ログラム説明会

卒業生・石黒侑介さん

後輩にエール送る

▲

ハ
レ
大
学
か
ら
の
留
学
生

が
ド
イ
ツ
の
歴
史
や
文
化

な
ど
を
紹
介
（
母
国
紹
介
）
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